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児童期における身体活動に対する「行動意図と行動の不一致」と自己効力感の関
連性について
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【はじめに，目的】
児童期における定期的な身体活動は肥満や体力の低下を防ぐために重要である。児童期の身体活動に影響を与える要因の一つ
に身体活動に対する行動意図がある。行動意図とは，「人が何か行動しようとするとき，その目的とする行動を遂行する意図」の
ことを意味しており，行動意図の高さは身体活動と関連することが報告されている。しかし，行動意図の高さと身体活動が一致
しない「行動意図と行動の不一致」という現象が生じることも報告されている。行動意図は高いが身体活動が少ない者は，身体
活動に対する意図を形成していたとしても，不活動の習慣が強ければ，自然と身体活動が低下することが予想される。また，身
体活動は多いが行動意図が低い者は，身体活動の実行が衝動的であり，身体活動の継続が困難となることが予想される。そのた
め，「行動意図と行動の不一致」を解消することは，身体活動の改善および継続に繋がる可能性があると考えられる。一方で，
身体活動の改善および継続に影響を与える他の要因に身体活動に対する自己効力感が報告されている。自己効力感は行動意図
にも影響を与えることが報告されており，「行動意図と行動の不一致」を解消する上で，自己効力感に着目することが重要とな
る可能性が考えられる。しかし，「行動意図と行動の不一致」と自己効力感の関連を調査した研究はない。そこで本研究では，
児童期において身体活動に対する「行動意図と行動の不一致」と自己効力感の関係性を調査することを目的とした。
【方法】
対象者は，自己記入式質問紙調査に回答した小学 4年生から 6年生の 1052 名のうち，解析に必要な項目をすべて回答した 958
名（平均年齢 10.49±0.99 歳，女子 502 名）とした。行動意図は運動に対する行動意図尺度を，身体活動はWHO Health Behav-
ior in School�aged Children Survey 日本語版（以下，HBSC日本語版）を，自己効力感は子ども用身体活動のセルフエフィカシー
尺度を用いてそれぞれ調査した。各指標の結果より，まず運動に対する行動意図尺度の得点の中央値を用いて行動意図が高い群
と低い群の 2群に，HBSC日本語版の規定を用いて身体活動が多い群と少ない群の 2群に対象者を分類した。さらに，行動意図
と行動が一致している群として，行動意図が高く身体活動が多い群（高意図�高活動群）と行動意図が低く身体活動が少ない群
（低意図�低活動群）を，「行動意図と行動の不一致」が生じている群として，行動意図が高く身体活動が少ない群（高意図�低活
動群）と行動意図が低く身体活動が多い群（低意図�高活動群）の計 4群に分類した。統計解析は，説明変数を行動意図と身体
活動による 4群とし，一元配置分散分析およびTukey�kramer 法を用いて年齢，BMI，自己効力感の得点について 4群で群間比
較を行った。統計学的有意水準は 5％未満とした。
【結果】
一元配置分散分析より，自己効力感の得点は 4群間で有意な差があった（p＜.0001）。Tukey�kramer 法より，自己効力感の得
点は高意図�高活動群（平均得点 30.96±6.17）に比べて，「行動意図と行動の不一致」が生じている高意図�低活動群（平均得点
26.40±6.18，p＜.0001）および低意図�高活動群（平均得点 28.44±7.65，p＜.0001）が有意に低い値を示した。
【考察】
高意図�高活動群に比べて，低意図�高活動群は行動意図が低く，高意図�低活動群は身体活動が少ない。行動意図と身体活動は
自己効力感に影響を受けるため，本研究においても「行動意図と行動の不一致」群の自己効力感のスコアは，高意図�高活動群
より低くなったと考える。自己効力感の概念は長期にわたって形成された行動の変容を促す場合において不可欠である。また，
行動の継続には自己効力感が関係していると報告されていることからも，「行動意図と行動の不一致」が生じている児童の自己
効力感に着目することは，「行動意図と行動の不一致」の改善のみならず，身体活動の実行および継続にも関与することが示唆
される。しかし，本研究は横断研究であるため，今後は自己効力感が「行動意図と行動の不一致」や身体活動の継続に与える影
響について縦断的に検討する必要があると考える。
【理学療法学研究としての意義】
身体活動に対する自己効力感への介入が児童期の身体活動の改善および継続の一助になり，児童の肥満や体力低下の予防に繋
がることが示唆される。
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